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学校に過剰適応する中学生に関する考察

鳥 越 ゆい子

【要 旨 】

本稿での課題 は、 「学校へ の通学義務感」 をキー ワー ドに、現在 の子 どもたちの学校生活の様子を描 き出す ことで

ある。すなわち、子 どもたちが学校へ過剰適応す る結果お こっている矛盾 的状況、またイライ ラ感 をつの らせ てい

ることを質問紙調 査の結果 よ り明 らかにす る。具体的 には、以下のこ とを指摘す る。子 どもたちは、学校に行 くの

が あた りまえ とい う 「義務感」 を感 じている、そ して、授 業を義務 的に受 けてい る。 その意味 で、学校 の勉強 に関

す る義務感 がい まだ子 どもた ちを取 り巻いてい ることに加 え、学校の 「求心力」が強 くなっているのではないか。

また、そ うした義務感 をともないなが ら学校へ通 う子 どもの場合 、そ うで ない子 どもに比 べ、勉強ができるよ うに

な りたい といった意識は あるものの授 業には必ず しも積極 的ではな く、そ して、クラスではやや無理を している姿

も うかがわれ る。 またや る気が出ない ・イ ライ ラす るといった状態 である』 さらに、勉強がで きる場合 は自信 を強

く持つが、できない場合は教師か らの評価 を気 にしがちであることを示唆する結果 もある。それは、学校 に過剰に

適応 しす ぎているとも言え、必ず しも子 どもたちにとってよい状態ではないだ ろうこ とを指摘する。

1.は じめ に

中学生 につ い て さま ざ まな問題 が取 り沙汰 され てい る。例 えば それ は、 い じめや 不登 校 の数 、 さ らには

触 法 少年(刑 法)・ 刑 法犯 少年 の補 導 ・検 挙人 員数 につ い て見 た ときに 、小 学 生 ・、高校 生 に比 べ 中 学生 の

年 代 の子 どもの数 が圧 倒 的 に多 い こ とに も象 徴 され よ う。そ して、 そ うした問題 状 況 をめ ぐっ ては 、学校

で の トラブル や 学校 制度 の あ り方 との関連 で語 られ るこ とが珍 しくない。 では 、中学生 た ち 自身 に とって 、

学校 とはい か なる もの なのだ ろ うか。本 稿 では 、「学校 へ の通学 義務 感 」をキー ワー ドに 、学校 に過瑚 適応 し、

そ の結果 お こる矛盾 か らイ ライ ラ感 をつ の らせ る といっ た現在 の 子 ど もの学校 生活 の よ うす を描 き 出す こ

とを課題 とす る。

今 回 と りあ げ るのは 、1990年 代 か ら 「個性 」 と 「ゆ とり」を ス ローガ ンに した教育 改革 がお こな われ 、

そ の改革 によ る制 度 的変化 を受 けて ま さに変わ りつ つ あ ると言 われ る、現 在 の学校 の状 況 であ る。

藤 田(1997)は 、 この改革 につ いて 、教育 の構 造 ・機 能 や理 念 ・実践 とい う教 育 の根幹 に関わ る変革 で

..ある とい う.意味 で、極 めて ラデ ィカ ル で ある と指摘 した。実 際 、 この改 革 の影 響 に よる ものだ け でな い に

しろ、子 どもに とって の学校 が 変化 した とい う指摘 は少 な くない。 例 えば伊藤(2002)の 指摘 で あ る。 氏

に よれ ば 、 「学 校 の コンサ マ トリー化 」 が起 こって い る とい う。 つ ま り、従 来学校 は生徒 の 「将 来の た め」

とい うロジ ックで指 導 をお こな って きた が、 現在 は生徒 個 々人 の あ りのま ま を尊重 し、 よ り現在 志 向の 強

い 「心地 よい学 校(=居 場 所)」 に変 えて い こ うと して い る とい うの で あ る。 子 ど もに とっ ての 学校 が コ

ンサマ トリー化 して い る とい うこ とにつ いて は、元 森(2004)も 中学校 の生徒 会誌 の分 析 を とお して明 ら

か に して い る。 この コンサ マ トリー な場 と して の学校 とい うと らえ られ芳 は、最 近 注 目 され て い る、子 ど

もに とって の 「居 場所 」 と して の学校研 究 の台頭 か らも うかが うこ とが で きる ω。

この流 れ のな かで 、教 師は 「指導 」す る立揚 か ら 「支援 」 の立場 に移 行す るこ とが求 め られ るよ うにな っ

た。 樋 田(1999)に よれ ば、生 徒 の生活 の広 い範 囲 にわ た って行 われ て いた指 導 が縮減 され 、従 来逸脱 と

され て きた こ とを 「個 性」 と して許 容 す る よ うにな っ てき た とい う。 ま た高籏(2002)は 、「自ら学ぶ意 欲

を育 て る」f個 性 教 育」 「支持 的 風土 」 とい う此 度 の改革 のキー ワー ドに よっ て放任 が 正 当化 され 、子 ども

の価 値規 範 の標 準が 変更 され 「学級崩 壊 」や 「授 業 の荒 れ 」が 増 え、ひ い て はそれ が不 登校 の誘 因へ とっ

なが る危 険性 を指摘 す る。

この未 来志 向 か ら現在 志 向 に移行 した とい う 「コンサ マ トリー化 」 説 と一 致す る論 と して、 次の こ とも

あげ られ る。 かっ て木原(1978)は 、学校 が教 育機 関 とい うよ りも選抜機 関 となっ てい る背景 を、 近代 社

会 の到 来 に よっ て起 こっ た大 学 をめ ざした激 しい受験 競 争 、そ して選 別 の 下降現 象 が浸 透 した結 果 だ と説
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明 した 。そ れが 昨今 、学歴 社 会 の崩壊 が語 られ は じめてい る。 例 えば 大多 称(2001)は 、社会 階層 上位 の

層 で は依然 「地 位欲 求 不満 説 」 が成 立す る が、 階層 下位 に な るほ ど 「自 己実現 」の 風潮 が あ り 「地位 欲 求

不満 説 」が 当て は ま りに く くな って い るこ とを指 摘 してい る。

以上 の よ うに、す でに い くつ かの研 究 で 、学校 の 変化 しつ つ あ る状況 、す な わ ち、子 ども に とって の学

校 の重 要性 、い わば 「学 校 の求 心力 」が弱 ま った こ と、そ して未 来志 向 か ら現 在志 向 の、子 どもに とっ て 「心

地 よい 」学校 とい うよ うに、従 来 的学 校 のイ メー ジ とは異 な る学校 の様 子 が報告 され て い る。

では 、 こ うした現 在 の学 校 にお いて 実 際 の子 ども た ちの具体 的 な様 子 は ど うな っ てい るの か。 不登 校 と

い う現象 ひ とつ を思 い 起 こ して も、求 心力 が弱 ま った とい って急速 に不 登校 が増 える こ ともな けれ ば、 逆

に、 心地 よい場 に なっ たか ら とそれ が 「解 決」 に向か っ てい る わけ で もない。 子 ど もた ち は どの よ うな意

識 の もと学校 へ 通い続 けて い るのか 。 そ してそ の学 校 生活 の 内実 は どの よ うで あろ うか。 そ う した子 ど も

と学校 の 日常 に言 及 した検 討 はい まだ不 十分 で あ る。

そ こで本稿 では、学 校観 、 と りわ け 「学校 の もっ求 心力 」 と密接 な 関係 に ある と思 われ る、子 どもの 「学

校 通学 へ の義 務感 」 に 関す る意識 に着 目しなが ら、 現在 の 子 どもの学校 生 活 の様子 を描 き'出す こ とに した

い。 した が って 、学校 観 を扱 うと言 っ て も、子 どもか ら見 た場 合 の学校 観 とい う極 めて 限 られ た側 面 を 問

題 に してい る。 具体 的 に は 、ま ず、 子 どもの 学校 観 につ い て 、史 的 変遷 を概 観 しつつ そ の 現状 を理解 し、

そ の次 に、学校 観 を変 数 に した学 校 生活 の 考察 をお こな う。 こ こでの 学校 生活 は、学 校や 授 業、教 師 、 そ

して ク ラス の友 人 関係 につ いて の意識 に加 えて、 学校 で の心身 の状 況や 自己イ メー ジ も含 ませ てい る。

使用 す るデー タは 、公 立 中学 校 の生 徒 を対 象 に実施 した 質 問紙 調査 に よ る結果 で あ る。2005年2～3

月 に、 大阪府 ・兵庫 県 ・岐 阜 県の い くっ か の 中学校 で1・2年 生 を対 象 に大 阪大 学大 学院 学校 臨床 学研 究会

が 実施 した。 有効 サ ンプル 数 は、848サ ンプル で ある。

なお 、教 師 に関 す る質 問 の場 合 、 単 に 「先 生ゴ と言 って も、子 ど もに よって イ メー ジす るもの が異 な る

こ とが 予想 され る。あ る特 定 の仲 め よい先 生 を具体 的 にイ メー ジす る子 ども もい れ ば、担任 の先 生 をイ メー

ジす る もの もあ ろ う。 また学校 の教 師全 体 を抽象 的 にイ メー ジす る子 ども もい るか も しれ な い。 そ こで今

回は 、 「担任 の先生 」 とい うか たち に限 定 し具 体 的 な教師 をイ メー ジ させ る よ うに した。

2.子 ど もの 学校 観

a)こ れ ま での学 校研 究 にみ る学校 観 の推移

今 回 と りあげ よ う とす る学校 観 、す なわ ち 「学 校 の もつ求 心力 」 や 「子 どもの義 務感 」 とい うのは 時代

の移 り変 わ りと ともに変化 して きた。 まず 最初 に 、そ の史 的変化 を見 てお くこ とに した い。

現在 の よ うな学校 の あ り方 は、 明治5年 の 学制 に始 まる もの で あ るが、 この 頃の 学校観 につ いて は 柏木

(1996)に 詳 しい 。 当時 にお いて は、そ もそ もの就 学率 自体 高 くはな かっ たが 、就 学 してい る とい う場合 も、

そ の実態 は 「児童 モ 学校 に 出 ツル ヲ欲 セ ス父 兄モ 之 ヲ好 マ サル ノ情 実 アル 」(p.65)と い う様子 で、学校 は、

日々通 う もの と して 彼 らの生活 に内 在化 して い なか っ た よ うで あ る。 また 、 「民 衆 に とってみ れ ば あ る程

度 の読み 書 きが習 得 で きれ ば それ 以上学 校 に いる必 要 はな か った」(p.67)と い う状 況 だ った とい う。.

この状 況 を鑑み る と、先 の木 原(1978)の 主 張で あ る、近 代化 の到 来 に よって起 こる学歴 主 義 ・意識 の

台頭 が 、学校 観 の変 化 に とって 重 要で あ る こ とが 推測 され る。 そ こで、学 歴 意識 の浸 透過 程 を調 査 した天

野他(1988)の 研 究 を概 観 してみ るこ とに したい。 まず 近 代化 の 開始 当初 の時期 には、学 歴 は特 定の 限 られ

た人 々 だけ の問題 で、学 歴 とも学歴 主義 と も無 縁 な生活 を送 って い る人 た ちが圧 倒 的多数 で とい う。 そ し

て近代 化 の初 期段 階 か ら学歴 主義 イ デ オ ロギー を積 極 的 に受容 したの は、 社会 的 な転 生 を強 い られ た 「旧

士族 」 で、 明治 中期 に は中等 以 上 の学校 教 育 は 自明視 され てい た とい う。 それ に続 い た 「商家 層 」 は大正

期 か ら昭和 初 期 に、そ して最 後 に 「農家 層」が戦 前期 か ら戦後 にか けて の時期 に 、中等 教育 が普遍 化 してい っ

た。 この よ うに して、 中等 以上 の学校 が 人び とに浸透 しき ったの は第 二次 大戦 前後 で あった とい う。

普 遍化 した と言 って も、戦後 間 もない頃 にお い てはい ま だ学校 は 絶対 的 では ない。 前 田(1953)の 論 文 の

中で 、「青少 年 は、大部 分 の時 間 を学校 で過 す ので あ り、学校 に よっ て よ りも社 会生 活 の過程 そ の ものに よっ

て形成 せ られ てい る」(p.94)と い う一 文が あ る。そ して 「学校 教 育 と社 会教 育 とが分化 を経 て高 次 の一体 化 、
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統 合 を実現 しな けれ ば な らない 」(p.94)と 締 め く く られ る。 学校 に就 学 ・通学 す る こ とは汎 化 して きた

とは言 え、今 ほ どに学 校 に期待 され る役 割 は大 き くなか った こ とが うか がわれ る。

これ が1970年 代 に な る と、一 転す る。 例 えば 、 「学 校 は、社 会 にお いて教 育機 能 を果 た してい る教 育活

動 の 中で王座 につ いて い るので あ る。 この 事実 に よ って、 教育 は 学校 にお い て行 なわ れ る とい う教育観 が

大部分 の人 々の考 え方 の うち に根 をお ろ してい て、これ が しだ い に定型化 した教 育理解 とな って きてい る。

子 どもを学校 へ通 学 させ るこ とは 日常通 例 め こ と と考 え られ 、 わ が子 をなぜ 学校 へ 通 わせ な けれ ばな らな

い かな ど問題 とは な らない とい うほ どに な って い る」(海 後,1973,p.1)と 表 現 され る。 ち ょ うど1970

年 代 後 半 ば高 校 進学 率 が9割 を越 え、高 等 教 育 の進 学 率 も専 修 学校 を含 め る と5割 を越 す とい う事 態 に

な った頃 で ある。 そ して、 そ の進 学 要求 の高 ま りに関 す る実状 を詳 し く見 た潮木(1978)に よれ ば、 それ

は国民 の 内部 か ら生 じた学習 要求 で はな く、20歳 代 前 半の 学歴 獲 得 の 「競 争 の勝敗 を もとにそ の後 の人 生

コー ス をに各 個人 をふ り分 ける とい う特異 な社会 システ ム を作 り上 げ、 それ に依 存 してき た結果 」(潮 木 ,

1978,p.188)で あ るとい う。

この1970年 代 の子 どもの学 校観 を見 て み よ う。荻 原(1978)の 調査 結果 で あ る。 「学校へ は い きたい子

だ けい けばい い こ とにな った と した ら」 とい う問 いか けに対 し7割 を越 え る子 どもが学校 へ行 くと回 答す

る こ と、 そ して そ の 中身 は 「勉 強 しな い とお となに な って か ら困 る か ら学校 へ い く」 が4割 を越 え、 「友

だ ち と遊 べ て楽 しい か ら」が2割 強だ った こ とを 明 らか に して い る。

また 、柴 野(拍78)は 「学校 教 育 とい う制度 が ある ゆえ に生徒 は 出席 し、教師 は教 え る とい う慣 行 に よ り

か かっ て授業 してい る とい う姿が今 日の教 育」(p.73)と 極 言 とも言 える考 察 を して い る。 そ して、評価 の

一 元化 がすす み 「上級学 校へ の進 学 な い しそ こで の何 らか の達 成度 を 予想 す る こ とに よっ て現段 階で の評

価 が決 ま る とい う逆 行 現象 」(p.76)が 起 きてお り、 「そ の評価 は、教 育本 来 のあ るべ き姿 に基 づ いて な さ

れ るの でな く、受験 技術 の進 歩、テ ス ト主義 体制 へ の適応 能力 とい う点 か らの評 価 が優先 す る」(p.76)と

述 べ る。

こ うした学力 中心 の学 校 の状況 を示 した研 究に は、深谷(1983)の 、小 学校 段階 か ら子 ど もたち の意 識 が

学 力 中心 であ りそれ が学 校生 活 に反 映 され て い る とい う報告 が あ る。 また藤 田(1991)は 、学校 を 「競争

的 でメ リ トクラテ ィ ックな教 育 システ ム 」 と表 現 し、 そ こで の教 師 の二 面 的態 度 を指 摘 した。 す なわ ち、

人 間的 で普 遍 的な価 値 を 口に しなが 叡 非 人間 的強 制 をち らっ かせ た評価 と選 抜 をす る とい う状 況 であ る。

そ して近年 、学校 は さ らに変 わ りつ つ あ る。 そ れ はす で に あげ た、 伊藤(2002)、 元 森(2004)、 大 多

和(2001>、 樋 田(1999)、 高籏(2002)の 論 か らも うかが え る。 以 上の よ うな流れ をふま えた うえで、次

に現在 の子 どもの学 校生 活 に即 した具 体 的な 学校観 を、調査 の 結果 か ら検 討 してみ る こ とに したい。

b)現 在 の子 どもの学 校観

「学校 は 好 き」 とい う子 どもは 、多 い。 〈とて もあて は ま る〉お よび 〈や や あて は ま る〉 と回答 す る子 ど

もは7割 を超 え る。 そ して、 「全 体的 に 学校 生 活」 が 〈とて も楽 しい〉・〈や や 楽 しい〉 とい う子 どもは8

割 を超 え る。 そ の様 子は表1に 示 した とお りであ る。

衰1単 位・%
とてもiや や あまり

あてはまらない
まったく

あてはまらない
aK.、凡A 計㈲

掌校は好き

あ薯 るiあ警 る

…
19β 7β 0.6 ,00ρ(848>

宇校は楽しい 3之2i・&・ 15.0 3.1 1,8 100の(848)

では 具体 的 にな にが 楽 しい のか。 学校 生 活 のな かで 「勉 強 」、 「友 だ ち に会 う、こ と」、 「先 生 に会 うこ と」、

「クラ ブ活 動 」、 「給食(昼 食)」、 「休 み時 間」、 「ク ラス で団結 す る行 事 」 が どれ く らい 楽 しい のか 聞い て み

たの が表2の 結 果 で ある。 これ を見 る と、学校生 活 で楽 しい め は、「友 だち に会 うこ と」お よび 「休 み 時間」

の よ うで あ る。 そ の割合 は、他 を圧 倒的 に しの ぐ。

そ の一方 で 、学校 生活 の大 半 を 占め る授 業 、す なわ ち勉 強 につ い て'〈とて も楽 しい〉 と回 答す る子 ど.もは、

全 体 のわ ずか に3%で ある。 くや や 楽 しい 〉 を合 わせ て も3割 とい った ところで あ る。学 校 生活 の大 部分 は
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衰2学 綾生 活の中で 単位 ・%

棄蔀1£ 歎i楽 灘 、、
まつたく

秦しくない
o.K鴨髭A 欝個》

僧強 ・、i、 。,i軋 ・
零

20,8 0.6 100.0(848》

友だちに会うこと 　 ;・"… ・・ 2.6 2.7 fOO.0(848)

先生に金うこと 5.9
き

302i37』
…

24,8;

1
2.0 董00.0(848)

クラブ活勤 46」 2・・i1・ ・ 124iz・ 100.0(848)

給食(墨 食〕 33.O 42・i"・ ・
…4

.711.9 曇 100.0(田8》

休み時闇 67.1 …i・ ・
`

zOio9 100ρ(848)

体盲祭文化祭など
ケラスで団緒する行事 47.4 3翫,i".7

:
・・i矯 100.0(848)

授 業時 間で 占め られ て い る。それ が楽 しくな いの に、学校 生 活 が楽 しい とい うの は、考 え てみれ ば興 味深 い。

今度 は 、 こ う した子 ど もたち の学校 に通 う理 由 を聞 いて みた 。そ の 回答 状況 は表3に 示 した とお りで あ

る。 最 も多 いの は 、「友 だち に会 うた め」で あ る。 それ に続 い て、「行 くの があ た りま えだか ら」 とい うもの 、

「勉 強 をす るた め」 とい うもの が高 い割合 で あ る。

こ こで興 味深 い のは 、友 だ ち 、勉 強 とい った こ とに加 えて 、行 くの が あた りま え とい う意識 の高 さで あ る。

衰3鈷 日学綾に遁う退由 蝋位つ6
とても

あてほまる
やや

あてはまる
あまり}ま ったく

あて鵬 な半 て鵬 ない DK.鼠A. 肝㈹

勉強をするため 29.5 56.3 10.6 2.9 0.7 100.0(848)

先生に会うため 2.6 14.3 467 34.7 1.9 100.0(848)

友だちに会うため 59.1 30.9 5,4 2.5 2.書 100.0(848》

親に「行きなさい3と魯われるから 8β 14.4 29.0 46。2 1.5 100.0(848)

クラブ活動をするため 33.4 34.2 15,8 14.6 2ρ 100.0(848)

将楽函らないため 32.9 412 16.7 7』 2.1 100.0(848)

行くのがあたりまえだから 465 35.6 13ρ 4.2 0.7 1qoo(848)

これ は、"学 校 に通 う"こ との 日常化 、 もっ と言 え ば義務 感 や 強迫 感 が意 識 され てい る、 と言 え る結 果 で

あ ろ う。 事 実、他 の結果 を見 て.も、学校 を休む こ とは悪 い こ とだ と思 うとい うこ とにっ い て、 まっ た くあ

て はま らない とい う子 どもは2割 と少 な く、.さらに、 学校 に行 くの がイ ヤ にな った とき も授 業 を受 け た と

い う子 どもは7割 に もの ぼ る。

これ が単 に具体 的 な 強制 の結 果 で な い こ とは、 「親 に 『行 き な さい』 と言 われ るか ら」 学校 に 通 うとい

う状 況 に あて は ま る とい う回答 が 、 〈とて もあ て はま る〉 と 〈や や あ ては ま る〉 を合 わ せ て も2割 程 度 に

す ぎな い こ とか らも うかが え る。 また 、 こ うレた義 務感 ・強迫 観 は、 子 どもた ちだ けが抱 い てい る ので は

な さそ うで あ る。 子 どもた ち に、 「お うちの人 はあ な たが 学校 に行 き た くな い とき休 ませ て くれ そ うか」、

と質 問 した結 果 が、表4で あ る。 半数 以 上 が休 ませ て くれ そ うに 〈ま った くあて は ま らなレ}〉と回答 して

い る。

衰4「 おうちの 人」について 単 位 ・9モ

あなたが学校に行きたくないと音
休ませてくれそう

とても
あてはまる

やや
あてはまる

あまり
あてはまらない

まったく

あてはまらない
D.K.,NA 齢(N}

4β 12.o 27.7 54.1 1,5 100.0(848)

こ う して、 子 どもた ちは今 日 も学 校 へ 向か う。 学校 へ 行 くこ とが あ た りま え とい うこ とは、 す なわ ち、

学校 とい う存 在 が 自明 の もの と して子 どもた ち、お よび 、社 会 に受 け入れ られ て い う とい うこ とで あ ろ う。

それ に 仮 抗 」す る こ とは 、もはや ナ ンセ ンスな状 態 に なっ てい る ので はなか ろ うか。その意 味 で、学 校 の 「求

心力 」 は、 む しろかつ て よ りも強 くなっ てき てい る と言 えるか も しれ ない

そ うした印 象 は、 学校 に行 くの がイ ヤ に なっ た と きに授 業 を受 け た理 由 をF.A.の 形式 で 答 えて も らっ
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た結 果 か らも受 け る。 い くっか を紹介 して お く。 「欠席 す る と逃 げ た 自分 がイ ヤ でひ き ょ うな気 持 ちに な

るか ら」(2年 女子)「 学 校 に行 くの が子供 の仕 事 だか ら」(2年 女子)「 行 くの が 当然 で 自分 の ため だか ら」

(2年 男子)「 や っ ぱ り授 業 にお くれ る し、友 達 とはた くさん しゃ べ りた いか ら」(1年 女 子)「 仲 の 良い友

達 に会 えるか ら」(2年 男 子)「途 中で帰 った りした ら友達 とか と しゃべれ ない か ら」(1年 女子)「学校 にい っ

て友達 と会 った ら楽 しくな る と思 った か ら」(2年 女 子)「 学校 は 、 どんな理 由が あっ て も、行 くべ き場 所

だ か ら」(2年 女 子)「 休 む と じぶん に あま え ると一緒 だ か ら。 あ と行 けば ど うって ことない 」(2年 女子)。

これ らの回 答 か ら、子 どもに とって 「学校 に行 く」 こ とがい か に重大 な もの と して意 識 され て い るかが

うか が える。 学校 は積 極 的 に行 きた いわ け では ない が行 くべ きだ、 それ に友 だ ち がい てそれ は楽 しい 、 と

い っ た具 合 に騙 しだ ま しに集 ま っ て きて い るか の よ うな印 象 で あ る。 そ こに は、 もはや 学校 の ない 状態 、

学校 に行 かない とい う選 択肢 は ない。 やや お おげ さな指 摘 か も知れ ない が、E.フ ロム(1951)が 指 摘 した 「匿

名 の権威 」 の支 配 が彷 彿 させ られ て しま う。 す なわ ち、 学校 の存 在 は、 子 ど もた ちに とって 、強 制 では な

くお だや かな説 得 で あ り、 自明 の こ と しか要 求 しな いか の よ うに見 え る状況 な ので あ る。 それ が、 い まの

子 どもか ら見 た学校 観 と言 えない だ ろ うか。 学校 が コ ンサマ トリー化 した とい うよ りも、学 校 には行 くも

の と観念 した子 ど もた ち が学校 とい う枠 の 中で コ ンサ マ トリー な部分 を見つ め る よ うに な りは じめた とい

うほ うが、 よ り現 在 の学校 を的確 に あ らわす 表 現か も しれ ない。

3.学 校 観 と子 ど もの 学 校 生 活

a)学 校通 学義 務感 の裏 に ひそ む勉強 へ の意識

先 の 学校 通 学 に関す る義務 感 、 「行 くの が あ た りま え」 とい う意識 の 内実 につ い て、 も うす こ し詳 しく

見 て み よ う。 「行 くの が あた りま え」 と回 答 した子 どもは 、学 校 に通 う理 由 と して他 に どの よ うな もの を

高 い 割合 で 回答 す る傾 向が あ った のか をク ロス表 で確 か めて み た と ころ、 「あ た りま え」 に あて は ま る と

い う子 どもほ ど、勉 強す るた め、お よび 将来 困 らな いた めに っい て もあて は ま る と回答 す る割合 が 高 くなっ

て い る。 こ こか ら、学校 に行 くの が あた りまえ とい う回 答 の裏 には 、学校 の勉強 は して あ た りま え、 あ る

い は学校 は将来 の た めに な る もの とい う確 信 の よ うな ものが ひそ ん でい ると言 えそ うで あ る。 そ の状 況 は

表5と 表6に 示 した とお りで あ る。

そ こで、 学校 の勉 強 につ い ての意 識 の全 体 的状 況 を以 下 に見 てみ る。結 論 か ら言 えば 、 こ こか ら も子 ど

もが 学校 の勉 強 につ い て、 義務感 あ るい は強迫 観 に近 い もの を感 じてい る こ とが うかが い知 る こ とがで き

る。 まず 表7は 、勉 強 に対す る子 ど もの意識 を示 した もので あ る。 「勉 強 ボで き る よ うにな りた い と思 う」

とい う子 どもは9割 を上 回 る(〈 とて もあ ては ま る〉 と 〈やや あて は ま る〉 を合 わせ た 場合)。 〈とて もあ

で はま る〉 の割 合 だ け を見 て も、7割 近 くに のぼ る。 しか しそ の一 方 で、 「勉 強 をす るの は好 き」 と回答

す る子 どもは 、 〈とて もあて は ま る〉 と 〈やや あて は ま る〉 を合 わせ て も、2割 とか な り少 な い。 そ して

実 際 に、「勉 強 でわ か らない ことが ある とき先 生 に相談 す る」とい った努 力 をす る子 ど もは4割 に も満た ず、
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衰7鮪 強に闘 して 単位;96
とても

あてはまる
やや

あてはまる
あまり

あてはまらない
まったく

あてはまらない
臓K,"A 計ω

憩彊がで妻るようになりたいと思う 68.9 25.0 3.7 t7 0.8 100.0(848}

触強をするのは好き 4.2 20.2 422 3t6 1.8 100.0(848》

勉強でわからないことがあるとき
先生に糟績する

8.8 3董5 4t6 17.2 0.8 100.0(848)

触強ができることは得だと思う 49.9 28、8 143 5.0 2.凄 100.0(848)

仲のよい友だちが
どれだけ触強できるか気になる 24.6 34.9 25.2 144 0.8 100∬(848)

ま た、家 で の勉強 時 間 は1時 間未 満 が多 い。

「勉 強 がで き る こ とは得 だ と思 う」につい て見 てみ る と、8割 の子 どもが 〈とて もあて は ま る〉あ るいは 〈や

や あて は ま る〉 とい う回答 を して い る。 つ ま り、勉 強 は"好 き"で は ない け れ ど、"得"だ か らで きる よ

うにな りたい 、 とい うこ とな の であ ろ う。 そ う した勉 強 に対す る意識 と関連 が あ るの か、・「仲 の よい友 だ

ちが どれ だ け勉強 で き るか気 に な る」 とい う子 ど もは6割 で あ る。

さ らに表8は 、勉 強 す る理 由につ い て質 問 した結果 であ る。一番 高 い割合 を示 して い るのは 「受験 の ため」

衰8億 彊する現霞 単位=96

とても:や や1あ まり1ま ったくi

あてはまるiあ て購 ξあ・㈱ な・・iあ・㈱ 鱗 眠 甑
計㈹

先生が「しなさい」と雷うから 5.5
… …i姻i…i・ ・ 100ρ(843)

競がr協 さい」と實うから 16.9
:

・・li…i…1・2 書00ρ(848)

難強がおもしろいから 3.肇 17£i4乞21;… 35451・4 100.0(848)

需豪しあわせな生活をするため 265 3a2i2a6 }韮2
・Oi1・7 100』(848)

勉強しておくと
役に立つ二とが多いから

3フ4 、α、i風,… 馴11」

ii
1000(848)

いい減績をとりたいから 46β 33.8 12き 54i璽.7

i

驚00.0(848)

受験のため 5t7 32.4
毒9

.4 5。7iα8
=

100.0(848)

で あ り、 二番 目が 「い い成績 を と りた いか ら」 で あ る。 そ して最 も低 い割 合 を示 して いた のは 「勉 強 がお

も しろい か ら」 で ある。や らざる を得 ない よ うな状 況 だか ら勉 強 して い る とい うの が、 現在 の子 ど もたち

の本音 と言 えよ うか。

で は次 に、先 の学校 通 学 への義 務感 を感 じる子 どもた ちの勉 強 の様 子 を見 てみ よ う。表9と 表10で あ る。

まず 「勉 強 が で き る よ うにな りた い 」 とい うこ とにつ いて で あ る。 行 くの が あた りまえ とい う子 どもは ～

あ た りま えで はな い子 どもに比 べ て、勉 強 が で き るよ うに な りたい と回答 して い る。 そ して、 同様 の傾 向

は 「勉 強が で き るこ とは得 」 につ いて も見 られ、 行 くの が あた りま え とい う子 どもほ ど、勉 強 がで き るの

は得 だ とい う割 合 が高 い。

しか しそ の 一方 で 、 「家 で どれ く らい勉 強 す る か」 とい う勉 強時 間 との関 連 は見 られ ない。 また 「勉 強
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でわ か らな い こ とが あ る とき先 生 に相 談す る」 とい うことにっ い て も特 に関連 は見受 け られ な い。 また授

業 中の様 子 に 注 目してみ て も、 「授 業 を熱 心 に うけ てい る」 「もっ と先生 にあ て られ た い」 「自分 か らすす

んで発 表す る」 とい うこといずれ につい て も、 これ とい って 関連 は見 当た らない。

この よ うに 、 「学 歴社 会 の崩 壊 」 と ささや かれ 、 あ るい は ゆ と りや 子 どもの 個性 を重視 した教 育 改 革 が

な され た今 も依然 と して 、い わ ば伝統 的 ともい え る学校 の勉 強 に 関す る義務 感 ・強迫感 が 子 どもを取 り巻

い て い る こ とが指摘 で き よ う。 この限 りで、 かつ て 学歴 主 義 が批 判 的 に論 じ られ た70年 代 か ら、 ほ とん

ど変化 して い ない。 特 に そ うした傾 向 は、 「学 校 に行 くの は あた りまえ 」 とい う学 校 通 学へ の義 務感 を感

じる子 どもに顕 著 で あ る。 学校 の勉 強 へ の義 務感 ・強 迫観 が 、学 校通 学 の義 務感 とい うか た ちで あ らわれ

て い る と言 え るか も しれ ない。

b)通 学 義務 感 と授業 ・クラス の友 人 関係

先 の通 学義 務感(「 行 くのが あ た りま え」)を 感 じる子 どもの、 実際 の 学校 生活 にお ける特 徴 を示 して い

き たい。 具体 的 に は、授 業や ク ラスの友 人 関係 に つい て の特徴 を ここで示 し、そ して次 項 にお いて 、学校

にお け る心身 の状 況 、 自己認 識 を扱 うこ とに したい。

こ うした 学校 生活 を考察 す るに あた り、次 の点 に留 意 した い。 す なわ ち、勉 強 の で きる ・分か る とい う

こ との 重要 性 につ い て で あ る。 経 験 的 に も想 像 で き る こ とで あ るが、 今 回の デ ー タで もや は り、 「授 業 が

わか る」子 、 「勉 強が 得意 」 とい う子 の学 校 生活 は概 して良好 で あ る。 彼 らは、 学校 が好 きで 楽 しく、教

師 との 関係 も よ く、 も ちろ ん勉 強 は 好 き だ とい う割 合 が 高 い。 さ らに大 きな 差 で は ない が 、授 業 は わか

る ・勉 強 が得 意 とい う子 は友 人 関係 も比較 的良 好 で あ る。 例 え ば、 「授 業 はわ か る」 に 〈とて も あて は ま

る〉 とい う子 の場合 、 友 だち に会 うこ とが楽 しい子 は79.4%、 授 業 わ か るに 〈や や あて は ま る〉 の子 の場

合70.5%、 〈あま りあて はま らない〉 で は66.3%、 〈ま った くあて はま らない>64.7%と い う具合 で あ る。

したが って 、単 に学 校通 学 に義 務感 を感 じる一感 じない とい う2分 類 だ けで な く、 それ ぞれ 、義 務感 を

感 じる子 の 中で授 業 のわ か る子 一わ か らない 子、 義務 感 を感 じない 子の 中で授業 の わか る子 一わか らない

子 に分 け て考 え る ことに よっ て、 よ り現実 に 即 した理 解 を導 き 出す こ とが で きる と考 えた。 そ こで本 稿 で

は 、以 下 の分 析 を、 ① 『学校 に行 くの はあ た りまえ/授 業 はわ か る』、② 『学 校 に行 くの は あた りま え/

授 業 はわ か らない 』、③ 『学校 に行 くのは あ た りま えで ない/授 業 はわ か る』、④ 『学校 に行 くのは あた り

ま え でな い/授 業 はわ か らな い』 の4類 型 を使 用 してすす め るこ とに したい。 この4類 型 の詳 しい 状況 に

つ いて は図1の とお りで あ る。

さて、 ま ず 最初 に これ ら4類 型 の 子 ども の勉 強 に対 す る意 識 を見 て み よ う。 「勉 強 が で き る よ うに な

りた い」 にっ い て 〈とて も あて は ま る〉 とい う割 合 は 、① 『あた りま え/わ か る』73.7%、 ② 『あ た りま

え/わ か らない』67.2%、 ③ 『あ た りま えで な い/わ か る』60.9%、 ④ 『あ た りま え で ない/わ か らない 』

64.5%で あ る。 ま た、 「勉 強 が で き る こ とは 得 」 に 〈とて も あで はま る〉 で は 、①55.5%、.②50.0%、 ③
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43.5%、 ④31.6%で あ る。 こ こか ら、学 校 に行 くの が あた りま え、す なわ ち通 学 義務 感 を感 じてい る子 ど
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もほ ど 「勉強 が で きる よ うにな りた い」「勉 強 がで き るこ とは得」と考 えて い る ことが分 か る。特 に、① の『学

校 に行 くの は あた りまえ/授 業 はわ か る』 の勉 強 に対 す る意識 は高 い。

そ して 、 そ うした帰 結 とも言 え よ うか。 ① の子 どもた ちの 勉 強 に関 す る競 争意 識 は 高い。 「クラス の子

や友 だ ち とテ ス トの点数 を競 争す る」 につ いて見 る と、①65,3%、 ②53.0%、 ③55,1%、 ④46.0%(〈 とて も

あ て はま る〉 と 〈や や あ て はま る〉 を合 わせ た割 合)で あ る。 また 、 「仲 の よい友 だ ち が どれ だ け勉 強 で

きるか気 にな る」で は 、①68.0%、 ②55.5%、 ③57.9%、 ④43.4%(〈 とて もあ ては ま る〉 と 〈やや あては ま る〉

を合 わせ た割合)で ある。 どち らの結 果 を見 て も① の割 合 が高 い。 そ して 、授 業 はわ か らな くて も義務 感

を もつ② の 子 どもた ちは 、③ の授 業 がわ か る子 ども と同 じ程 度 に強 い競 争 心 を抱 いて い る。一 方 で、授 業

もわか らな くて義 務感 も感 じな い④ の子 どもた ちの競 争意 識 は低 い。

続 い て授 業 中の よ うす を見 てい こ う。 これ ま での勉 強 に対 す る意識 の結果 を考 え る と、や や矛 盾 した状

況 が示 され る。 まず 、「授業 を熱 心 に うけてい る」 につい て 〈とて もあ ては ま る〉 の回答 状 況 を見て み る と、

①12.0%、 ②2.9%、 ③21.7%、 ④3.9%と 、 もっ と も熱 心 に うけ てい るの は、③ 『学 校 に行 くの は あた りま

えで ない/授 業 はわ か る』 の子 どもた ち で ある。 も う少 し詳 し く見 る と、② と④ の割 合 の低 さか ら、授 業

がわ か るか ど うか に大 き く左 右 され て い る こ とが 分 か る。 また① と③ に注 目した場合 、授 業 が わか って も

義 務感 を感 じる① の 子 どもた ちは、 ③ に比 べ る と熱 心 さがやや 低 め であ る。 同様 の傾 向 は次 の結 果 か ら も

うか が え る。授 業 中 「もっ と先 生 に あて られ た い と思 う」 につ い て、 〈とて も あて は ま る〉 と 〈や や あて

はま る〉 の回答 を合 わせ た 割合 で あ るが、それ ぞれ 、①26.6%、 ②11.4%、 ③36。2%、 ④18.4%で あ る。 ま た、

「自分 か らすす んで発 表 す る」 につ いて は 、①44.7%、 ②22.7%、 ③52.1%、 ④22.3%(〈 とて もあて はま る〉

と 〈や や あ ては ま る〉 を合 わせ た割 合)で あ る。 いず れ も③ が もっ とも高 く、① が 中間 、そ して②④ が 低

い とい った状 況 であ る。 こ うした傾 向 は、授 業 中 の 「居 眠 り」、 「授 業 と関係 めな い勉 強」、 「私 語 」 の頻度

に関す る質 問 にお いて も、 同様 の 回答パ ター ンで ある。

今度 は 、クラス で の人 間関係 に 関 して見 てみ よ う。 まず、表11の 「同 じク ラスの子 た ち を仲間 だ と思 う」

とい う意識 につ いて で あ る。 仲 間だ と思 うに 〈とて もあて は ま る〉 あるい は 〈やや あて は まる〉 と回答 し

た子 どもの割合 は、①79.2%、 ②70.8%、 ③66。7%、 ④55.3%で あ り、① ②③ ④ の順 で クラ ス内 の友人 関係

が 良好 で あ るか の よ うな結果 で あ る。

しか し、表12で ある。 「クラ スのみ ん な と調子 を合 わせ る よ うに してい る」 で は、 〈とて もあて は ま る〉

と くや や あて はま る〉 を合 わせ た場 合 、①65.4%、 ②53,9%、 ③52。2%、 ④44.7%と 、先 ほ どの 「ク ラス の

子 た ちを仲 間 と思 う」 割合 が 最 も高 か った① の子 ど もが 「人 と調 子 を合 わせ る」傾 向 に あ り、 逆 に 「仲間

と思 う」割 合 が低 か った④ の子 どもた ち は 「人 に合 わせ る」 こ とをあま り意識 してい ない ので あ る。 また 、

「自分 の 『キ ャ ラ』・か らはず れ た こ とは しな い」 とい う質 問 につ い て は、 ①57.2%、 ②49.4%、 ③37.7%、

④39.5%(〈 とて もあて はま る〉+〈 や や あて は まる〉 の割合)と い う回答結 果 で ある。類 似 の状 況 は、「誰

か に悪 口を言 われ ない か不 安 に思 うこ とが ある」、 「ク ラス の中 に何 で も本 音 で話 せ る友 だ ちが い る」 の結

果 か らも うかが え る。 これ らの結果 か ら、 通学 義務 感 を感 じてい る① ② の子 ども、 と りわ け① の子 どもた

ちがや や 無理 を してい るよ うな様 子 を垣 間 見 る こ とが で きる。
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「あた りま え」 と義 務 で学校 に通 っ てい る子 ど もた ち は、勉 強 へ の高 い意 識や 、同 じク ラス に所属 す る

子 ど もを仲 間 と して意 識 してい る。す なわ ち、彼 らは いわ ゆ る 「学校 文 化 」 で よい と され るこ とに価値 を

見 出 して お り、学 校文 化 に適 応 して い る子 どもた ちだ と言 え よ う。 た だ、彼 らの実 状 を詳 しく見 る と、勉

強 につ いて もク ラス の人 間 関係 につ い て も、 「あた りま え では な い」 とす る子 どもに比 べ て授 業 に熱 心 で

ない、 あ るい は、 自己抑制 的 に ク ラスメ イ トとっ きあ うとい うよ うに、 そ の価値 意識 と実際 の行 動や 態 度

とのズ レが 見 られ た。

c)通 学 義務 感 と心身 の状況 ・自 己イ メー ジ

表13は 学校 生 活 の 中で 「や る気 が 出 ない 」 とい うこ とに つ いて 示 した もので ある。 これ を見 る と、②

・『あ た りま え/わ か らな い』 と④ 『あ た りま え でな い/わ か らな い』 とい う
、授 業 の わか らない 子 どもが

や る気 の 出な い傾 向 に あ るこ とが、 まず 分か る。 そ して 、① と③ に注 目してみ る と、 〈とて も あては ま る〉

を見 る限 り差 異 はほ とん どな い もの の、 〈やや あては ま る〉 では③ に比べ て① の 子 どもた ちは15ポ イ ン ト

高 い割 合 を示 して い る。 「ムカ つ く」 「だ るい」 「イ ライ ラす る」 とい う項 目にお い て も同様 の傾 向は 見 ら

れ る。 これ らの項 目にっ いて 、 〈よ くあ る〉 お よび 〈とき どき あ る〉 に回答 した① と③ の子 どもの 割合 の

数値 を、以 下 に紹介 してお こ う。 「ム カつ く」 で は、①69.0%に 対 して③59.4%、 「だ るい 」で は①52.8%、

③39.1%、 そ して 「イ ライ ラす る」 では ①67,4%に 対 して ③59.4%で あ る。 ① 『あた りま え/わ か る』 と

③ 『あた りま えで ない/わ か る』 の子 どもを比 べ る と、① の子 どもの方 が 心身 の状 況 が不安 定 に な りが ち

と言 える。 ま た、 「授 業 を うけ るの が きつ い」 と思 う頻 度 につ い て の質 問 で も 〈まっ た くな い〉 の割 合 を

比べ てみ る と、①28.4%に 対 して、③42。0%と 、授 業 は わか っ てい て も① の 子 どもた ちは授 業 に しん ど さ

を感 じて い るこ とが分 か る。

続 いて 、自己イ メー ジにつ いて 見 てみ よ う。「い ま 自分 に 自信 が あ るか」とい う質 問 につい て見 る と、①『あ

た りま え/わ か る』 が もっ とも 自信 を感 じて い る。 〈とて もあ て はま る〉 と 〈や や あて は ま る〉 を合 わせ

た割合 は 、①31.8%、 ②23.7%、 ③26.0%、 ④17.1%で ある。① に続 い て高 い割 合 を示す の は③ 『あた りま

えで ない/わ か る』 であ り、 ここで の 「自信 」 にはお そ らく、授 業 がわ か る ・勉 強 がで き る とい うこ とに

起 因す る部 分 もあ るのだ ろ う。ただ 、それ だ けで は説 明 しきれ ない部 分 もあ る よ うで あ る。これ に関連 して 、

興 味深 い結 果 を示す の が表14の 結 果 で ある。 これ は 、 「担 任 の先生 に 『ダメ な子』 だ と思 われ て い る と感

1じるこ とが ある
」 とい う質 問項 目の結 果 を示 した もの であ る。 この 結果 を見 る と、 ② 『あ た りま え/わ か

らな い』 の子 どもが他 よ りも低 い割 合 を示 して い る。 特 にそれ は、 〈ま った くあて は ま らな い〉 の割 合 を

比べ て み る と顕 著で あ る。 こ こに も、 授業 が わか る ・勉 強が で き るとい うこ との影 響 も うかが われ つつ も、

単 にそ れ だ けで は説 明で き ない状 況 があ る。 これ ら 「自信 」 につ い ての 結果 と 「ダ メな 子 だ と先 生 に思 わ

れ てい る」 につ い て の結果 を重 ね て考 え る と、次 の よ うな推 測 が考 え られ る。 す な わ ち、通 学義 務感 を感

じる子 どもた ちは 、勉 強 が一定 程度 で き る場合 は 自信 を強 く持 ちやす く、そ の一 方 でで き ない場 合 は教 師

か らの評 価 を気 に しが ちにな る傾 向が あ る とい うこ とであ る。
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4.結 語

今 回 の分析 で 明 らか にな った こ とを以下 に述 べ てお こ う。学 校 は好 き ・学校 生活 は楽 しい とい う子 ど も

は多 い。 そ の一方 で 、学校 生 活 の 中で勉 強 が楽 しい とい う子 どもはか な り少 ない。 そ して、 学校 に行 く理

由 につ いて たず ね る とかな り多 くの子 どもた ちが,「行 くの が あた りま えだか ら」 と回 答 して い た。 「匿名

の権威 」 の支配 とで も言 うべ き かた ち で、学 校 の 「求心 力 」が 強 くな って い るの で はない か とい うこ とが

示 唆 で きる。 ま た、特 に注 目したい の は 「行 くのが あ た りま え」 とい う場 合 、そ の裏 に は勉強 や将 来 へ の

意 識 が ある こ とであ る。 事実 、勉 強 に対 す る意識 を見 る と、得 だか ら とや や義 務 的 に勉 強 に取 り組 ん で い

る子 ど もた ちの様 子 が うかが われ た。 そ の意 味 で、 学校 の勉 強 に関 す る義務 感 ・強 迫感 が 、い ま なお 子 ど

もた ちを取 り巻 いて い る と言 え る。

さ らに詳 し く見 る と、そ うした 義務 感 を ともない な が ら学校 へ通 う子 ど もた ちの場 合、 そ うで ない 子 ど

もに比 べ、勉 強 が で き るよ うに な りたい とい う思 い を人 よ り強 く抱 き周 りの子 どもの勉 強 の出 来 を気 にす

る とい う一 方で 、授 業 に は必ず しも積 極 的で は ない。 そ して 、 ク ラスで はや や人 間 関係 に気 を遣 って い る

様 子 で あ る。 ま た、彼 らは 、例 え勉 強 がで きる とい う意識 を持 っ てい て も、や る気 が 出な い ・ムカ っ く ・

だ るい ・イ ライ ラす る とい っ た こ とに高 い割合 で 回答 して いた。 さ らには 、勉 強が で き る場 合 は 自信 を強

く持 つ が、 で きな い場合 は低 い 自己評価 を抱 くこ とを示唆 す る結 果 も あった。.この よ うに、 通学 義務 感 を

感 じる子 どもた ち が、学 校 に適応 しよ うと してい る姿 、そ こか ら矛 盾 した状 況 が起 こ ってい るこ とが、 こ

れ まで の分析 か ら浮 か び上 が って きた。 こ うした 子 ど もた ちの姿 を 、過剰 に適 応 す る姿 とも言 え るので は

ない か。

それ はす で に見 た、70年 代 の、学力 中心の 学校観 や 学歴 主義 に よっ て説 明 され る学校 の 「求心 力」 とも、

またす こ し異 質 の もの であ る。 かつ て の よ うに大 っぴ らな反抗 が ほ とん ど起 こ らな い ほ どに画一 化 がすす

んだ状 態 と言 い表せ よ うか。 す べ ての子 どもが学 校 に行 く、す べ ての子 ど もが勉 強 がで き る ことを 目指す 、

とい う画 一化 で あ る。 あま りにそれ が浸 透 しす ぎ てい て、 表面 上 に は大 きな 問題 が ない よ うで、 実 はそ の

水 面 下 には種 々 の綻 び が生 じて い る。 今 回 のデ ー タか らもそ の綻 び状 況 をい くつ か示 唆す る こ とが で きた

ので は ないか と思 う。

この よ うに考 え てみ る と、 学校 が 「コン サマ トリー化 」 した と言われ な が らも、一 向 に問題 状 況が 解決

してい ない 現状 につ い て、うなづ け る部分 が あ るか も しれ ない。 例 えば、「学 級崩 壊」 は 、"反抗"で はな く、

綻 びが積 み 重 なっ て子 どもが"荒 れ て しま った"状 況 として見 えて くる。また 、子 どもた ち 自身 に よれ ば、「い

じめ」 の 問題 を解 く鍵 はス トレス にあ る(黒 沼,2001)と 言 う が 、今 回見 た よ うな状 況で は 、子 どもた ち

の ス トレスは軽 減 され るこ とは ない で あろ うし、そ の結果 として の 「い じめ」 が解 決 に向 か って いな い こ

と も理解 で き るの では ない か。

以上 か ら、 現在 の学 校 が 「個 性 」や 多様 性 を認 める場 を 目指す こ とを掲 げて い る に もか か わ らず 、 ます

ます 画 一化 が進 行 して い る こ とが 示 され た。 それ は、 明治 以 来 の学校 の変遷 の流 れ に乗 り続 けて いる状 況

とも言 え よ うか。 そ して、 そ うした現 状 は子 どもの立 場 か らす る と、過剰 適 応 とい う人 間性 を剥奪 した よ

うな結果 を生 みだ して い る。 この過 剰 適応 の 一番 の 問題 は、 子 どもた ち 自身 が 、 自覚 な くみず か ら進 んで

行 なっ てい る とこ ろに あろ う。

そ の意 味 で、最 近 の学 校教 育 の変 革 は率 直 に言 って 、 あま り功 を奏 してい な い と言 える。 た だ、現 在 の

改革 の流 れ その ものは 、 この よ うな状況 を打破 し うる、す な わ ち、多 様 な あ り方 を許 す学 校 をっ くって い

く方 向 に あ る。 例 えば 「総合 的 な 学習 の 時 間」、地 域 の大 人 の学 校 介入 とい った 取 り組 み な どで あ るb制

度 的 な改 革 とい うだ けで な く、個 々 の学 校 レベル あ るいは 、子 ども レベ ル に 改革 の意 図が 十 分 に行 きわ た

り、 この状 況 が改 善 され る こ とが期 待 され る。

今後 、 教師 の視 点 か らの学 校観 にっい て も検討 す るこ とが重 要 な課題 として あげ られ よ う。 今 回 の改革

の流れ で教 師 が変 わ っ て きた こ とは 、例 え ば 高籏(2001,2002)ら に よρ てす で に 明 らか に され てお り、

教 師 の意識 におい て は学校 観 が変 化 して い る こ とが推 測 され る。 そ の意 味 で 、教 師の 学校観 に着 目す る こ

とも必 要 不可 欠 な作業 で あ ろ う。 ま た、 それ に関連 して、子 ど もに とって の教 師 の位 置 づ け 、す なわ ち教

師 一子 ども関係 の変化 も予想 され る。 本稿 では 、 この部 分 につ いて も十 分 に取 りあげ る こ とがで きて いな
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い。今回の考察を最初の作業として位置づけ、今後さらに論を深めていきたい。

【潤

(1)居 場 所研 究 の代 表 的 な もの と して は、 住 田 ・南(2003)、 住 田(2004)、 深谷(2003)が あ る。
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AS加dyofS蝕dC耐s,ThoroughAdaptatiomtotheirScぬools

TORIGOEYUiko

In.thispaper,weattempttoevaluateth6perceptionsofjuniorhighs加dentsregardingtheirschools.The

resultsof廿1eresgarchrevea童 廿}atmanystudentsregardgoingtoschoolandattendingclassesasaduty・The韮rpresence

inschoolstemseptirely丘omthissenseofduty.Thismoodmakesstudentsorientthems畔lvestotheirschools,and

alsograduallythesch60韮 董tselfstrengthenthecentripetalfbrcetostudents・

Anotherfindingisasfり110ws.Althoughstudelltswhohaveastrongersenseqfdutyregardl皿gclass

attendancecertainlyhaveastronger.desiretosecuregoodresu韮tsthanother .stud6nts,they.donothaveapositive

attitudetowardtheirclasswork.Asaresult,theyd6notexperiencefbeiingsofsatisfaction,Anotherfindingofthis

studyisthatstudentswhosecuregoodresultsareextremelyconfidentbutconsiderthemselvestob6poors加dentsif;

onoccasion,theirresultsarebad.Thisphenomenonseemstoderivefセomathoroughadaptationtotheschoolbythe

students.


